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電話リレーサービスを  
N P O活動でも  
プライベートでも  
多く活用しています



電話リレーサービスを  
使う前はそんなに  
必要性を感じて  
いませんでした



でも使ってみないと  
その良さは分からない  
と思い実際に使って  
みることにしました



そしたらはまって  
しまい多い時は  
１日に1 0回ぐらい  
使う日もあります



なぜはまって  
しまったのか？



リアルタイムで  
コミュニケーション  
できることの  
凄さを知った



電話リレーサービス  
を使う前は  

N P Oで発注価格を  
交渉するときに  
２～３日間  
かかっていた



電話リレー
サービス  
を使うと



たったの  
1 0分で  
済みました



メールだと  
細かいニュアンスが  
すぐ伝わらず  
５～６回ぐらい  
やり取りを  
しなくては  
いけない



電話だと  
細かいニュアンスが  
分かるようになるのと  
相手の返事をすぐ  
もらえるので  
話がスムーズに  
進みます



電話を使う時と  
使わない時の差  

1 / 5 0 0  
の時間で解決  



聞こえる人に  
とっては  
あたりまえ  
のこと



耳の聞こえない  
人にとっては  
あたりまえで

ない



こういった  
小さな差が  
積み重なると  
大きな格差に



電話リレー  
サービスは  
使った方が
絶対良い！



でも



今の日本の  
電話リレー  
サービスは  
残念ながら  
公的サービス  
ではありません



公的サービスとは  
法律等で電話会社が  
電話リレーサービス
の設置を義務付けて  
いることです



現在は日本財団の  
支援によって試験的に  
提供されている  

電話リレーサービス
のため２つの制約が  

あります



時間  

利用者数



2 4時間未対応  

定員有



いつでも  
だれでも  
使えない



いつまで  
日本財団の  
支援が続く  
かは不明



N P O法人  
インフォメーション  
ギャップバスターでは  
電話リレーサービスの  
公的サービス化を  
実現するために  

署名活動をしています



署名を１万人集めて  

誰もがあたりまえに電話を
つかえる社会を実現したい

電話事業を統括する総務省に  

改善要望を出します



署名活動にご協力を  

よろしくお願いします！
方法は２つあります。  
( 1 )  オンライン署名 (CHANGE.ORG)  

(2 )  用紙による署名

http://chn.ge/1L6RKma


1 / 3
現在目標の

署名が集まっています。 (目標：1万名 )



感じるフロア(２階)

ここでパンフ配布しています



今後電話リレーサービス  
普及シンポジウム  
２回やります  

日時：1 / 2 3 (土 )  1 7 : 3 0 - 2 0 : 3 0  
場所：名古屋市総合社会福祉会館  

日時：2 / 6 (土 )  1 3 : 3 0 - 1 6 : 3 0   
場所：新長田勤労市民センター  

参加お待ちしています！



日本で  
電話リレー  
サービスが  

普及しない理由



当事者  

環境



当事者  
遠慮  甘え  
無意識  諦め



当事者  
コンプレックス  
現状維持願望  
逃避・回避



環境  
行政  

ろう教育  
地域格差



環境  

　・政府の縦割り行政  
　・自主性を最大限尊重した  
　　教育をしているか？  
　・地域によって温度差有



根本的には  
情報格差の  
問題とも共通



情報格差とは  
持っている  
情報量に差が  
あること



N P O法人  
インフォメーション  
ギャップバスターでは  
情報格差解消のために  

３つのことを  
取り組んでいます



多くの人に  
情報格差問題を
知ってもらう  
活動しています



例えば横浜国立大学  
にて震災時の  
情報格差問題の  

解決方法をディスカッ
ションする企画など



当事者が  
自立して情報を  
得るための方法
を教えています



例えば就労支援
施設にて情報の
整理の方法など
を教えています



政府などの  
関係団体に  
改善要望を  
出しています



例えば横浜市の避
難所でのコミュニケー
ションボードのマ
ニュアル化の要望を
出しています




